
















 10.型式ネーム貼付

型式ネーム

 11.扉取付
扉使用梱包

部品の関係上、4種類の型式を表示しております。お問い合わ
せの際は、お手数ですが寸法をご確認のうえ型式と製造番号
をご連絡ください。

製造
番号

MJX-13□B (高さ1100mm)
MJX-13□C (高さ1300mm)
MJX-13□D (高さ1600mm)
MJX-13□E (高さ1900mm)

(35)扉左

扉

型式ネーム

部品箱内の「型式ネーム」シー
ルを側板右上部内側に貼り付け
ます。

※鍵は扉の裏側に貼ってあります。

①扉左のスライダーを屋根のレ
　ール(奥側)の長丸穴にはめ込
　みます。
②戸車をベースのレール(奥側)に
　乗せます。
③同様に扉右を手前側のレール
　に取り付けます。
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※スライダーのあ
　 る方が上です。

スライダーの先をアルミレール
に空いている長丸穴に差し込
み扉を取り付けてください。

※錠のある方が
　 扉右です。

スライダー

長丸穴

スライダー

①

戸車

②

(34)扉右

※扉が閉まりにくい場合
扉同士を強い力で閉め切ってください。
その後はスムーズに開閉ができるように
なります。（扉に付いているキャッチの影
響で閉めにくい状態になっています。）



 12.戸当たり調整

① ② ③

 13.施錠方法について

A B

錠

戸当たり

扉を閉めて右図のようにスキマ
(3mm程度)ができた場合は､A、
B部の戸車を下記の要領で調整
してください。
①戸車を固定しているボルトを
　4､5回転ゆるめます。
②部品箱内の扉調整用のボルト
　で戸当たりを調整します。
③最初にゆるめたボルトを締め
　付けます。

錠は仮ロック付です｡(鍵を使わ
ずに仮にロックできる機構が付
いています｡)右記方法に従って
施錠してください。
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※3mm以上のスキマや上記の要
　領で調整できない時は、目隠
　しキャップをはずしベースの
　水平を出し直してください。
　(｢２.ベース設置｣を参照)

仮ロック状態では鍵はかかりません。
施錠の際は必ず鍵を使ってください。

開錠状態 仮ロック状態 施錠状態

鍵を差して
回します。

鍵を差しても
回せません。

を押します。

を押します。
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